
  
 

 
千葉⼤学⼤学院医学研究院の井上祐三朗特任准教授、予防医学センターの下条直樹特任教授らとカゴメ株式

会社による研究グループは、アレルギーハイリスク出⽣コホート研究において、妊婦および児（臍帯⾎・１歳）
の⾎液と⺟乳中のカロテノイド濃度を測定し、カロテノイド濃度の低さが、１歳時のアトピー性⽪膚炎の発症
と関連することを明らかにしました。この結果は、乳児期のアトピー性⽪膚炎の発症に、⺟や児の野菜・果物
の摂取量が関連している可能性を⽰しています。 
本研究成果は、国際医学雑誌 Allergy にて、2023 年 3 ⽉ 30 ⽇オンライン掲載されました。 

 
■研究概要 
1. 乳児期のアトピー性⽪膚炎（AD）は、その後のアレルギー性疾患の発症と関連している。 
2. 野菜・果物などに含まれるカロテノイドの摂取と、乳児期 AD の発症の関連は明らかではない。 
3. アレルギーハイリスク出⽣コホート研究において、⽣後 6 か⽉までに湿疹があること、⺟体⾎ルテイン

濃度の低さ、1 歳時の児の⾎中リコピン濃度の低さが、1 歳時の AD 発症と関連していた。 
4. 妊娠中のカロテノイド摂取量が少ない⺟親の児は、乳児期 AD の発症リスクが⾼く、アレルギー予防の

ための早期介⼊の理想的なターゲットであることが明らかとなった。 
 
■研究の背景 
これまでの疫学研究から、乳児期のアトピー

性⽪膚炎「（以下、AD）」は、⽪膚についた異物
に対してアレルギーをおこす「経⽪感作」のリ
スクとなり、その後のアレルギー性疾患の発症
と関連することが知られています。 
これまで乳児期の経⽪感作を予防することを

⽬的に、スキンケアを始めとした様々な介⼊研
究が⾏われていますが、現時点ではその効果は
限定的です。 
乳児期 AD の発症メカニズム(図１)を明らか

にすることは、将来のアレルギー疾患の発症予
防のためにも、⾮常に重要であると考えられています。 
 

カロテノイドは、細菌、菌類、植物が⽣合
成する天然⾊素です(図 2)。 
カロテノイドには全般に⾼い抗酸化⼒があ
ります。β-カロテンなどの⼀部のカロテノ
イドはプロビタミン A 活性も有し、健康に
有益な効果があることが知られています
が、ヒトなどの哺乳類は、カロテノイドを
⽣合成することができないため、野菜や果
物などから摂取する必要があります。 
アレルギーにおいては、AD を持つ児が、

健康な児に⽐べて、⾎清中のカロテノイド
濃度が著しく低いことが知られています。 
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図 2. 各カロテノイドが多く含まれる野菜・果物 

図１. 乳児期 AD の発症メカニズム 



 
⼀⽅で、⾷物摂取頻度調査票を⽤いた、妊娠中の⺟親の野菜摂取量と児の湿疹との関連を評価した先⾏研究

では、⼀貫性のない結果が⽰されています。これらの研究では、⺟および児の⾎液および⺟乳中の個々のカロ
テノイド濃度を測定していないため、⺟および児の野菜摂取が、児の AD の予防につながるかは明らかではあ
りません。 
 

■研究の内容と結果 
本研究では、アレルギーの家族歴を持つ（アレルギーハイリスク）267 名の新⽣児とその⺟親が参加した、

出⽣コホート研究（Chiba High-risk Birth cohort for Allergy（CHIBA） study）において、妊婦（36
週）および児（臍帯⾎・１歳）の⾎液と⺟乳（初乳・１か⽉・６か⽉）中の、個々のカロテノイド、レチノー
ル、α-トコフェロールの濃度を測定し、医師診断により１歳時の AD との関連を検討しました。 
その結果、⾎液と⺟乳中の複数種類のカロテノイド濃度と総カロテノイド濃度の低さが、1 歳時の AD 発症

と関連していました。 
カロテノイド以外の因⼦の影響を考慮するために、性別や出⽣体重などの背景因⼦や、⽪膚⻩⾊ブドウ球菌

保菌などの環境因⼦を含めて、多変量解析注 1）を⾏いました。その結果、⽣後 6 か⽉までに湿疹があること
（オッズ⽐ 34.5 注 2）; P<0.0001 注 3））, ⺟体⾎ルテイン濃度の低さ（オッズ⽐ 0.002; P=0.002), 1 歳時
の児の⾎中リコピン濃度の低さ（オッズ⽐ 0.01; P=0.007)が 1 歳時の AD 発症と関連していました。多変
量解析では、⺟乳中のカロテノイド濃度と１歳時の AD 発症に関連は認めませんでした。 
 
本研究の特⾊として、⺟と児の双⽅のカロテノイド濃度を測定している点があげられます。妊娠中の⺟の⾎

中カロテノイド濃度と、出⽣時の児の⾎（臍帯⾎）中カロテノイド濃度には明らかな相関があり、妊娠中の⺟
の野菜・果物からのカロテノイド摂取が、児に影響していることが⽰唆されます。 
また、⺟体⾎中の、ルテイン・ゼアキサンチン・α-カロテン・β-カロテン・リコピンの濃度には、強い相関

が⾒られ、これらのカロテノイドを含む⾷品（野菜や果物など）に対する嗜好性に偏りがあることが予想され
ました。 
 
■今後の展望 
 本研究により、妊娠中のカロテノイド摂取量が少ない⺟親の児は、乳児期 AD の発症リスクが⾼く、アレル
ギー予防のための早期介⼊の理想的なターゲットであることがわかりました。 
今後は、妊娠中/授乳中の⺟や離乳後の乳児に、野菜・果物からのカロテノイドを補給することが、乳児期の

AD 発症を抑制できるかどうかを検討するために、介⼊試験を含めたさらなる研究が必要であると考えていま
す。 
 
■⽤語解説 
注 1）多変量解析︓複数の種類のデータの間の相互の関連を分析する統計解析です。 
注 2）オッズ⽐︓ある事柄が、起こる確率と起こらない確率の⽐です。オッズ⽐が 1 を超えると起こる⾒込が
⾼くなり、オッズ⽐が 1 を下回ると起こらない⾒込が⾼くなります。 
注３）P︓p 値の略語です。本研究では、p 値が 0.05 未満となる場合に、統計解析の観点から結論が間違っ
ている可能性が 5%未満と考えられ、意味のある結果と判断しました。 
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